
令和 2年度 ぼちぼちの会学習会・交流会の報告 

 

本年度の学習会・交流会を下記の要綱で実施しました。（参加者 22 名、講師 3 名） 

記 

◎日時：令和３年３月２０日（土） 10:00～12：30 

◎場所：:福岡市立当仁公民館（福岡市中央区唐人町３丁目１－１１） 

（駐車場の関係でなるべく公共交通機関をご利用ください） 

◎内容： 

第１部：講師： 福岡県若者自立相談窓口 相談員：平川・坂田 

    講演テーマ「若者支援の現状」～若まどの関わり～ 10:10～11：00 

講師紹介：相談員はそれぞれ、精神保健福祉士、保護司として若者の不登校・ひきこも

り、就労などに関する相談業務を行っています。 

講演内容：・若まどの概要・よくある相談内容と若まどの対応・若まどの事例について 2

名の相談員が説明します。 

 

第２部：参加団体報告・参加者同士の交流・情報交換 11:10～12：10 

    次年度の活動・連絡等           12:10～12：30 

 

参加団体（保護者の会） 
  ぼちぼちの会（南区）ステップスクール当仁（中央区）でこぼこの会（西区） 
  ひだまりの会（西区）ひまわりの会（西区）えがおの会（筑紫地区）ほか 

 

主催 ぼちぼちの会  http://bochibochinokai.com/ 

福岡市家庭の教育力パワーアップ事業助成金交付事業 

講演の内容 

第一部では若者自立相談窓口の平川さん坂田さんの 2 人の相談員から①若者支援の現状が

報告されました。本人の思いを大切にしており、家族や本人の希望に合わせて相談を受け

ている。特に、訪問は、相性や性別・経験などを重視し、来所や訪問など適切に考慮して

いる。また、生活に支障がある場合など医療機関の紹介など適切な機関（病院・専門機関・

通信制高校など）へのつなぎも行う。基本「何もしない時間は自己肯定感が下がるのでゲ

ーム依存にもなりやすい。」「働くことにも社会に対する不安が大きすぎるのでキャリアコ

ンサルタントが対応する。」「寄り添う・共感・心の整理」など対応の基本が離されました。

その後、６例ほどの具体例を挙げて対応の中身を説明されました。 

｢100 人いれば 100 通りの事例があり、何が正解かはわからない｣「基本的に本人の同意が

必要。本人の意思を尊重する。訪問はしないが支援相談は行う」「窓口としての役割で支援

機関ではない。他者や社会に不信感があるので時間がかかる」などが報告されました。 



 

 

 



 

 

 

 



第二部では千代中で行われている夜間中学・福岡「読み書き教室」福岡市に公立中学校を

作る会の大塚正純先生が夜間中学の現状を報告されました。現在、公立として関西圏・首

都圏・広島など 10 都府県 34 校が開設されていますが、福岡にはありません。京都などに

は不登校の子どもも受け入れを行い、多様な教育の現場として機能しています。今年の 4

月には福岡でも「ニーズ調査」が行われ「市政だより」などにも記載されていました。 

 

 

 


